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概要 

量子力学と一般相対性理論の統合を目指す量子重力理論の完成は、20

世紀からの宿題として残された物理学の最も重要な課題のひとつである。

量子重力理論は、非常に高いエネルギーの現象についての予言しか与

えないので、実験的検証は困難であると言われてきた。しかし、この 10 年

ほどの間に低エネルギー有効理論に関するいくつかの制限が見つかっ

てきた。この談話会では、まず量子力学と一般相対性理論の統合がなぜ

難問であるかを解説する。この統合の重要なヒントであるホログラフィー原

理を説明した後、それを使って量子重力の対称性に関する制限を導く。

また、スワンプランド条件と呼ばれる量子重力の低エネルギー有効理論

に関する一連の制限を紹介し、これらの条件が素粒子物理学や宇宙論

にもたらす新しい視点や、今後１０年に予定されている実験や観測に関

する予言について議論する。 
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